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◇この資料は､ ヨーロッパにおける最近の科学技術の動向の理解 に資す るため､主 として
1988年に書かれた ユーレカ計画に関する各種の資料を､科学技術政策研究所にてとり
まとめたものである｡
◇編集者 第 3調査研究 グループ 木場隆夫
ユ - レ カ 計 画 の 概 要



















6月 第3回ユー レカ関係国政府間会議(於 ロン ドン)0
① 追加62プロジェク トの採択
② 19番 目の加盟国 としてアイスラン ドを承認
③ 事務局本部をブリュッセルに設置
12月 第4回ユー レカ関係国政府間会議(於 ス トックホルム).新たに37プロジ
ェク トの採択 ｡
(1987年)
9月 第5回ユー レカ関係国政府間会議(於 マ ドリー ド)｡新規 プロジェク トの
採択｡
(1988年)





デンマーク､アイル ラン ド､ギ リシャ､ スペイン､ポル トガル)及びオース ト
























Ⅱ _ ユ - ー カ プ ロ ジ ェ ク ト の 特 徴
ユーレカのプロジェク ト213件の内訳は以下のようである｡(1988年6月のユー
レカ事務局資料による)
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図3 プロジェクトの参加国数の削合 (㌔ )
共同研究の参加国数については･2カ国で行うものが圧倒的に多くtL,39,0'､
3カ国が 16%､5カ国以上が 12%､4カ国が906'となっているO




























Ⅲ ー大 規 模 プ ロ ジ ェ ク ト の 概 要































名称 EPROM 一一 MULTⅠMEGABⅠTNONVOLATⅠLEMEMORⅠES
内容 4メガビッ ト集積回路(EPROM)の研究開発､工業化016メガ ピッ


























名称 ES2 -- AUTOMATICDESⅠGNPRODUCTⅠONOFCUSTOMCHⅠPS
USiNGDⅠRECTPRINT王NG




























｢ 名称 OASⅠS 一一OPENEDSECUREINFORMATIONSYSTEM



















(1)ユーレカプロジェク ト参加企業 ･研究機関に対 して､各国政府はそれぞ
れ独自の資金援助スキームを有 しているが､政府援助計画は国により異なる｡
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